
問５３ 第六の戒めは何ですか。 
 
答え 「殺してはならない」ということです。(出エジプト記２０章１３節) 
 
聖書 昔の人々に対して、『殺してはならない。人を殺す者はさばきを受け

なければならない』と言われていたのを、あなたがたは聞いていま
す。しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に対して怒る者
は、だれでもさばきを受けなければなりません。兄弟に『ばか者』
と言う者は最高法院でさばかれます。『愚か者』と言う者は火の燃え
るゲヘナに投げ込まれます。(マタイの福音書５章２１～２２節) 

 
＜解説＞ 
 ハイデルベルク信仰問答問い１０６は、「しかし、この戒めは、殺すこと
についてだけ、語っているのではありませんか。」で、答えは「神が、殺人
の禁止を通して、わたしたちに教えようとしておられるのは、ご自身が、ね
たみ、憎しみ、怒り、復讐心のような殺人の根を憎んでおられること、また
すべてそのようなことは、この方の前では一種の隠れた殺人である、という
ことです。」となっています。 

ハイデルベルク信仰問答は、人が心に抱く「ねたみ、憎しみ、怒り、復讐
心」が殺人の根であり、一種の隠れた殺人であると指摘しています。もし私
たちが自分の心を探られ、自分のうちにそのような殺人の根がないかと探ら
れれば、自分は第六戒の「殺してはならない」と全く関係がないと言える人
は誰もいないことが分かります。そして、もしそのようなものが私たちのう
ちにわいてくるのを感じたり、罪として指摘されたならば、私たちはそれを
悔い改めをもって主の血潮を仰いで適切に処理されなければなりません。
「もし私たちが、神が光の中におられるように、光の中を歩んでいるなら、
互いに交わりを持ち、御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてく
ださいます。」（ヨハネの手紙第一 1 章 7 節） 

３月１５日（日）主日礼拝レジュメ 
「一人も失われることがないために」 ヨハネの福音書１８章１～２７節 

 
 ヨハネの福音書は、イエス様のゲッセマネの祈りについては、1 節に「こ
れらのことを話してから、（１７章のイエス様の祈りを指している）イエス
は弟子たちとともに、キデロンの谷の向こうに出て行かれた。そこには園が
あり、イエスと弟子たちは中に入られた。」としか記していない。 
 
 ２節には、「イエスが弟子たちと、たびたびそこに集まっておられたから
である。」とありますが、これを裏付けるかのように、 
 
① ルカの福音書２１章３７節では「こうしてイエスは、昼は宮で教え、夜

は外に出てオリーブという山で過ごされた。」 
 
② ２２章３９節では「それからイエスは出て行き、いつものようにオリー
ブ山に行かれた。」とあります。 
 

イエス様はイスカリオテのユダが自分を捕らえるためにオリーブ山に来る
ことが分かっていたはずです。ですから場所を変えることによって逃げるこ
ともできましたが、逆にユダに捕らえられるためにゲッセマネの園へ行かれ
たとも言える。 

 
３節には、パリサイ人たちから送られた下役、すなわちユダヤ人と、ロー

マの兵士たち、つまり異邦人がキリストを捕らえるという共通の目的のため
に協力するという奇妙な図式が出来上がっている。ある意味、人となられた
神の御子、救い主キリストに対して、ユダヤ人も異邦人も敵対しているよう
な姿と言える。 

 



４節を見ますと、イエス様は自らの意思で自分自身を彼らに引き渡したと
も言える。そして「だれを捜しているのか」と尋ねられ、そこにいた人たち
は「ナザレ人イエスを」と答えています。さらに５節でイエスは彼らに「わ
たしがそれだ」（エゴーエイミ）と答えられた。これは、ただ単に自分がそ
の者ですと肯定的に答えたというよりも、自らが神であることを明らかにし
ている言葉だと言える。そしてキリストの全く人を恐れない姿、キリストの
荘厳な様子、まさに神ご自身を現す「わたしがそれだ」とのことば、すべて
が重なり合って、そこにいる人々に畏敬の念、恐れを与えたのだろう。９節
「これは、「あなたが下さった者たちのうち、わたしは一人も失わなかっ
た」と、イエスが言われたことばが成就するためであった」と言われていま
す。これは１０章２８節、６章３９節に、それを示唆するようなことばがあ
りますが、もちろん文脈から言えば、イエスが捕らえられて十字架につけら
れることで、弟子たちは助けられるということがここでは言われていると思
えますが、私は、このことばをずっと思い巡らしていた時に思わされたの
は、イエス様が一人も失われないように守っていてくださった、イエス様が
弟子たちを決して見捨てられなかったということ。イエス様が捕まった時に
弟子たちは逃げ出しましたがペテロは、遠くからイエス様について大祭司の
庭の中にまで入って行った。しかし、イエス様が「鶏が二度鳴く前に、あな
たは三度わたしを知らないと言います。」と言われたことばどおりとなっ
て、ペテロは泣き崩れたと書かれてある。そしてイエス様が十字架にかから
れた後、弟子たちはユダヤ人を恐れてかぎをかけて隠れていた。ヨハネの福
音書２１章では、イエス様の弟子となったはずなのに、ペテロが漁に行くと
言って漁に出た。しかしイエス様はそのペテロに現れて「あなたはわたしを
愛していますか」と三度尋ねられ、「わたしの子羊を飼いなさい」「わたしの
羊を牧しなさい。「わたしの羊を飼いなさい」と弟子としての使命を与えら
れた。弟子たちがどうあっても、決してあきらめたり、見捨てることなく導
き続けて、イエス様はご自分のものである弟子たちを失わないようにしてく
ださった。それは弟子たちに対するキリストご自身の愛であり、あわれみで

あり、恵みです。キリストはご自身を信じて従う者を決してご自分の手から
奪われることがないように、失われることがないように愛とあわれみと恵み
をもって守っていてくださる。自分の不甲斐なさにペテロのように泣き崩れ
るときも、神を忘れ、神のもとを離れて好きなように生きていると思って
も、神は失われないように守っていてくださる、恐れや悲しみや心の痛み、
孤独に押しつぶされそうになっても神は愛の御手をもって私たちの手を放さ
ず、失われないように守っていてくださる。 

 
１１節のイエス様が言われた言葉を通して、ペテロのしたことは、決して

勇敢で称賛されるようなことではなく、むしろ意味がなく、イエス様が父の
みこころに従い、十字架への道を歩もうとすることを妨げるものだったこと
が分かる。ペテロは、イエス様が十字架への道を歩もうとしているそのみこ
ころを理解していなかった。 

 
ゲッセマネの園で、まさにまことの神を人は捕らえて、不当な裁判にか

け、十字架につけて殺すということをしたのは、神の御子であるキリストご
自身が、父なる神のみこころに従い十字架にかけられるために、自らを進ん
で捕らえに来た人々に与えられた結果だった。そして、「父がわたしに下さ
った杯を飲まずにいられるだろうか」と言われたとおりに、神がキリストに
与えた罪への怒りと苦しみの杯を十字架の上で余すところなく飲み干され
た。それはただ愛のゆえだった。一人一人を罪から救うため、そして神のも
のとされて歩み、どんな中にあっても最後まであなたはわたしのものだと言
ってくださり、失われることがないように、罪も死もサタンも何ものも神の
御手から私たちを奪うことがないように、失われないようにしてくださるた
めに、キリストは十字架の上で命を捨てられた。この受難節にもう一度私ど
もの罪のために十字架につけられたキリストをおぼえよう。 
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